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90号

1 .自

ら

光

る そ

たと考えられている ， 2003). 

しユ

ること

中期)から

中;越地であっ

した縄文中期土器の胎土に

11県にあることを示しヲ

ることを明らかにした(増島， 1973， 1990ほか入

した縄文中期土器についてラ胎土の蛍光X線分析と

ることを目的とした@

を併用すること

Uこより

8点q 勝坂III式

1点争力日

4点の合計27点である@4 日へ--IV式

2 

1 ケ

E3~4 式(縄文中期後

はtJ、下の方法で行った@

(1)試料の入手について:産地推定試料は?沼

から提供を受けた@

各試料土器の考古学的特徴についてのコメントも

同氏によった@

比較試料とした山梨県 (65点)及び神奈川

(65点)出土の縄文土器は各県の教育委員会等か

ら提供されたものである(表 1).河川砂試料

(10ヶ所)や遺跡の土屠試料(2ヶ所@遺物包含

より下位)は現地採集を行った@各試料の位置

は図 1に示しておいた.

(2)蛍光X線分析について:分析装置は，国立

沼津工業高等専門学校9 望月研究室所有の「セイ

津久井郡)11尻
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審議室の蕗12

図上 と試料数@

コー憲一千[瑛製車十在日管う!f.X菜採竹新提樹 SEA2001Jを用いた@

試料は桝00のアランダムで表面あるいは断面を削り望新鮮な面に対し雪真空の試料室でロジウム管

球をターゲットとし予管電圧50KV，管竜流2μA，照射直径10mmで， 240秒間一次X線を照射しヲ

一次(蛍光)x線は Si(Li)半導体検出器で検出した@
全試料共通し した は雪 Al(アノレミニウム)雪 Si(ケイ素λK(カリウム入 Ca(カノレシ

ウム)， Ti (チタンλFe(鉄入 Rb(ルピジウム)， Sr (ストロンチウム入 Zr(ジルコニウム)の

9種類である@結果は各元素の蛍光X線強度 (cps)で表示される@各試料の元素組成の特徴を識別

するための数舗は曹試料ごとに測定した元素の蛍光X線強度の合計値で個々の元素の強度を割り求め

た「強度比Jを用いる@各試料の「強度比Jを保いラ「クラスター分析ム「主成分分析ム特徴的な元

を用いた「判別分析jを行い産地推定の資料とした.No 6事18曹24曹27の4試料については曹照

射面を替えて 2回測定し9 異常値でないことを確認した@

(3) 重鉱物組成の観察について:試料土器10~20gを乳鉢で粉砕し曹 10%塩酸を加え約10分間煮沸

い胎土中の土壌粒子の分散と造岩鉱物のクリーニングを行う@この操作を 2自繰り返した後事乾燥

させ予言言い分けして105~250μm の砂粒子を抽出し?カナ夕、パルサムとキシレンの混液で加熱封入

しラ検鏡試料とする@この間，粉砕時の土器の硬さ，砂粒子抽出時の濁りの色ヲ乾燥後の砂粒の色な

ども観察記載する.

検鏡は100倍の鉱物顕微鏡で行い曹重鉱物を中心に観察し予重鉱物200粒の鑑定を自安とする@

母 (bi)は作業中に流出あるいは塩酸によって変質するので曹肉眼でその有無を確認するにとどめカ

-24 



(2004) 90 

ウントしない，

を行いヲ各地の土器や河JlI砂の重鉱物組ダイヤグラム

成と

3 .結果

以下に分析結果を曹蛍光X線分析結果ヲ霊鉱物組成観察結果のJI震で記載する.比較試料のデ

は予増島(1990，1994) を参照願いたい.

(1)産地推定試料のクラスター分析結果:産地推定試料27点、について雪

いてクラスター分析を行った(図 2).No6 (勝坂田式入 No18

以西に分布の中心がある東海系の土器)の 2点、が大きく離れている

の異なった地域の土を胎土として用いたと思われる.他の25点、は

これは地質環境がよく似た土

るとしヲ

タ

強度比を

県西部地域

2点は他の土器とは地質

した

らラ

けでまとまらの

えられる.ととしずヲ{也型式の土器と混在する.
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図2.産地推定土器のクラスタ…分析.

(2)フォッサマグ、ナの東西の特別:三辻利一(1983) は「本州各地で作られた須恵器中の Rb，Sr 

等の量は，およそブオツサマグナを境にして異なるjとしている.

この傾向は筆者が分析した縄文~奈良@平安時代に作られた各種土器724点の分析結果においても認

められた。これらの分析結果にラ産地推定試料を加え判別すると(図 3)，クラスター分析で異質と

分類された No18(北裏C1式)は明らかにブオツサマグナ以西の領域に入る.他の26点は数点

(No11， 20， 27)不確実な土器もあるが，ほとんどがブオツサマグナ以東の土を胎土として生産さ

れたと考えてよいだろう.
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図3. フォッサマグナ東西の判別e
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図4. 9元素による北屋敷式土器の比較@
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90号 (2004)

No18 CI式)と る， (縄文 大仁町公蔵免遺跡9

を加え (図りにおいても雪 No18は北屋敷式土

に入る@

(3)山梨県と神奈川県東@器部及び段間遺跡土麗の判別:地質環境が近似しているこれらの地域は図

4に示したとおりラ 9元素を用いた主成分分析では区別できない。しかしヲ..Ti.. Zrの3元素は地

域の差が認められるのでラこの強度比を用いれば区別できる.そこでTiとの強度比を用いた判

を作成した(国 5入

な06

Zr 

0.05 

0.04 

0.03 

0.02 
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中
1
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0 
9 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 

図5.山梨県と神奈川県東@西部及び段開遺跡土麗の判別.

山梨県出土土器と神奈川県東部地域出土土器 るが予これと神奈川県西部地域出土土器と段間

遺跡土層は判別できる@しかし，神奈川県西部地域出土土器と段間遺跡土層は判別できない@

産地推定試料のうち，クラスター分析で異質と分類された No6は他と離れ山梨県出土土器の領域

に孤立している o No 6とNo18(北裏C1式@ブオツサマグナ以西)を除く大部分の土器はヲ神奈川

県西部地域出土土器と段間遺跡土層の領域に入る.

(4)黒雲母の有無について:産地推定試料の重鉱物組成をみると， 12点に黒雲母 (bi)が認められ

た(表2).黒雲母は伊豆半島には存在しないので雪これらの土器(五領ヶ台11点@勝坂I式 1点)の

産地は伊豆半島以外であることがわかる.

(5)霊鉱物組成の特徴:産地推定試料の重鉱物組成の特徴は(表2)，斜方輝石 (opx)..単斜輝石

-27-



i縄文中期 島慶i

2嘉文中期 勝援i式 中部高地~茜高関東 もろい 掻暗掲色

3議文中期 藤塚i式 中部高地~蕗車関東やや覆い 少し汚れ護る

4縄文中期 襲安i式 中部高地~商議関東 なみ 岩諸多い

5縄文中期 勝按i式 中部高地~酋南関東 なみ 暗構急静告い

6縄文中期 勝坂麗式 在地化した藤坂式? なみ

藤坂i式 中部高地~語講関東 もろい 暗謡色砂白い・軽鉱物liil~~ +十

五額ヶ台Z式 なみ 十+

語講関東 なみ 十十

もろい -1-ト

商議関東 なみ ++ 

十+

十十

五議ヶ台E式 なみ 砂ややピンク・軽鉱物多い件

(cpx) ..角閃石(普通角閃石と酸化角閃石) (ho) 

の量比で表すことができる(国 6).角閃石に

倒的に富むもの (A類)雪角関石に富むもの及び

3成分を含むもの (B類)宮両輝石に詰むもの

(C類)に大別できる@

比較試料についても同様に表示したのが図九

8， 9である@山梨県@神奈川県出土土器にもそ

れぞれA..B..C類に相当するものが存在する@

本遺跡近辺を流れる河津Jfl流域や曹

十十

十十

opx 

思6。

3関 3652 1 249 431 兜 3652 178 

1 35 12 36 44 128 35 12 36 83 

持 11018 1 36 258 93 110 18 221 

101 40 38 65 245 101 40 38 179 

88 33 53 13 44 232 路 3366 187 

124 5 12ヲ 124 124 

6 2 1開 113213 621知 198

197 3 201 197 198 

197 3 201 197 198 

1 140 65 207 1 140 142 

2∞ 44 244 2∞2∞ 
1 2部 8211 1 2部 203

6 190 7 203 6 0 1拘 196

201 1 13 217 2 201 203 

195 5 200 195 195 

183 17 205 5 0 183 188 

10 19 9 9 

189 10 2∞ 189 1弗
22 15 23 207 267 22 15 23 60 

25 151 66 242 25 151 176 

14 15 8 1 31 69 14 15 8 37 

124 36 51 212 124 36 1 161 

15 141 15 4 39 214 15 141 15 171 

23 23 設 7623 23 1 47 

N09・10・11・1糾 9主ぇ/ぺ語気]¥107・12・13・15・18
N08・14・1

A議
No 

層等の重鉱物組成(関9)はC類に相当する@本

遺跡の土層には不透明鉱物(蔽鉄鉱)が圧倒的な 組成の特徴@

cpx 

(重鉱物組成の90%以上)で含まれているが曹産地推定試料のうち雪両輝石に富む土器は不透明鉱

物をほとんど含んでいない@静岡県東部域の各種堆積物の調査結果はヲすべてがC類付近に集中し

ている(増島， 1990入
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op叉

7. 

組成

ヰ

以下に

る@

(1) 

?の5

鉛号 (20合4)

ho 重量之の守主

る(増島， 1990入

について

いた。

cpX OpX 

?可口

れる。

す

OpX 

向。 1""'-'5ヲ問。

ho 

国8.

警警 !J、関E葉市一本松選議 6点

O 大磁初学選鋳 5点

ム秦野市4選綴 4点

cp>芝

(縄文

議議河津111流域5iijJII砂(現気if茶道

i菌匂JIf流媛湾/11砂(渡河床蕗

段関連勝のこt媛(遺構蕗下〉

笹原選鱗のこと緩(選議笛下〉

cp父

図号，堆積物の霊鉱物組成の特徴.

1~5 の蛍光X線分析結果はすべて神奈J11県西部の領域に入札重鉱物組成は

に存在しない B類に入ることからラ 5点、ともに神奈川県西部を流下する酒匂n[中流域方面

からの搬入品と考えられる@産地は悶ーかもしれない@

No7の蛍光X線分析結果は No1~5 と同様だ、が警重鉱物組成では黒雲母を含みA類に入る点、で

まったく異なる@軽鉱物に圧倒的に富むことからヲ石英閃緑岩が分布する酒匂]I[上流域の堆積物を胎

として作られた搬入品と考えられる.

(2)勝坂田式(縄文中期前葉)No 6の産地:クラスター分析では他の試料土器と大きく異なり，

成分分析@判別分析では甲府盆地の領域に入る@重鉱物組成は勝坂I式向様B類に入るが酸化角閃石

を含む(土器焼成温度が高いのかもしれない)点で異なる。甲府盆地罵辺遺跡土器の三角ダイヤグラ

ム(図7)中にもラその位置を示しておいたがラ鉱物組成的にも甲府盆地罵辺産としてよいだろう@

(3)五領ヶ会II式(縄文中期初頭)No8 ""'-'17ヲNo19の11点の産地:11点ともに蛍光X線分析結果

はすべて神奈川県西部の領域に入りラ意鉱物組成は黒雲母を含みラ角関石に圧倒的に富むA類に入

ることからラ酒匂JlI上流域の堆積物を胎土として作られた搬入品と考えられる@なお軽鉱物量の違い
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3.見高段閤遺跡出土土器の産地推定結果@
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(紛脅関石)分話

雲母分事壊壊型式時期

を含むためか(軽鉱物が多く砂が全体に白っぽいもの No8， 11)や軽鉱物の種類の違い(カリ

砂がピンク色を帯びるもの No14，17) も若干認められるので9 微視的な産地は数カ所あるのかもし

クラスター分

にブオツサマグナ以西の領

を加えた主成分分析において

に圧倒的に富み筆者が分析した大仁町出土の北

2002)ヲ産地は静両県西部以西にあるものと

とされている.

れない@

(4)北裏CI式(縄文中期初頭)時018の産地:本土器は東海系の

析では他の試料土器と大きく異なり曹ブオツサマグナ東西の判別で

域に入る@磐田市や田方郡大仁町出土の同じ東海系である

も同じグループを作る@重鉱物組成においても角

と同じ特徴をもつことから えられ

る@

(5)加曽利 E3'""'4式(縄文中期後半)N020. N025'""'27の4点、の摩地:4点ともに蛍光X線分析

結果はすべて神奈川県西部の領域に入りヲ重鉱物組成では N020はB類に入り，他の 3点、はC類に入

蛍

た

N020は酒匂}11中流域方面からの搬入品としてよいだろう G N025~27の 3 点は間輝石に

光X線分析結果@霊鉱物組成観察結果ともに神奈川県西部方面あるいは本遺跡の特徴と共通する@

-30-

る@



90号 (2004)

だ特徴的なの に少な る.これからすると 3

地も神奈川県曲部万自の可苦言性が高い@

(6)曽利II.--."N式(縄文中期後半)No21.--.，，24のヰ点、の産地:蛍光X線分析結果は神奈川

に入るもの (N021~23) とヲ山梨県から神奈川 に入るもの (N024)に分かれる.

鉱物組成ではN021はA類v;:，N 022はB類に入におよそ入りラ N023ヲ24はいずれにも属さない. 4 

とも産地が異なるようである。 N021雪 22の2点は重鉱物組成からすると明らかに伊豆半島以外か

らの搬入品でありラ蛍光X線分析結果も

い.N023は重鉱物組成では今田示した比較試料

はない点、と蛍光X線分析結果からラ

梨県~神奈川県東部で生産された

5 . まとめ

も高い@

は神奈川 にある可能性が高

するものがない に多く

に産地がある可能性 っている.N024は山

分析した27点の産地推定試料のうち縄文中期初頭から前葉にかけて生産された19点はすべて産地が

き(神奈川県西部17点ヲ東海地方1点ヲ申府盆地賭辺1点入ほとんどが神奈川県西部産である@

しかしヲ中期後半の 8点、は産地の不確定なものが目立ち(神奈川県西部2点型神奈川県西部の可能

性が高いもの 5点ラ山梨県~神奈川県東部の可能性 1点入特に重鉱物組成は向型式の土器でもばら

つきが大きし しない@つまり特定の地域との強い結びつきが認められない.

神奈川県内の縄文

産が他 しているカ九

ら出土する黒曜石の原産地をみると事初頭から前葉にかけては神津島

は信州系が過半を占めるようになる(池谷， 2003).本遺跡を神津

関東方面への中継地と考えるとヲこれが上記の疑問を解決する鍵となるのかもしれな

い@またラ本遺跡産と確定できる土器が1点もないことも注目される，

本報告をまとめるに当たりヲ沼津工業高等専門学校の望月明彦教授や曹沼津市教育委員会の池谷信

之氏をはじめヲ山梨県ラ神奈川県ラ静岡県内の各教育委員会に所属されるヲ多くの専門職員の方々に

はラ 試料を提供していただ、いた.ここに感謝の意を表し終わりとします@
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